ザイトクカイ ノ ロンリ 24 : ロウソ センジュウ カラ ミギ センカイ シタ Xシ ノ バアイ by Higuchi, Naoto
徳島大学地域科学研究 	 第３巻 	 
 — 	 110088 	 — 	 
在特会の論理（２４） 	 
——労組専従から右旋回したＸ氏の場合—— 	 
 
樋口直人 	 
徳島大学総合科学部 	 
 
Logics of Zaitokukai Activists (24) 
The Case of Ms. X 
 
HIGUCHI Naoto 
University of Tokushima 
 
１．�経緯 	 
 	 本稿は、2012年1月29日に在日特権を許さな
い市民の会（在特会）の活動家であるX氏（40
代女性）に対して実施した聞き取りを、意味が
伝わりやすいように適宜並べ替えて再構成した
ものである1。彼女は、2009年に在特会に入会、
現在は支部運営となってさまざまな行事を組織
する側となった。以下では、X氏の言葉をその
まま用いて活動家としての経歴をたどっていき
たい。 
 
２．�政治に対する関心 	 
 	 （20 歳の時には）ないような気がしますね。
まったくなかったです。最初はなかったんです
よ。（選挙には）行ってました。棄権したことは
                                                
1  徳島市南常三島町 1-1 	 徳島大学総合科学部
（higuchinaoto@yahoo.co.jp）。これまでのまとめと
して、樋口（2012a, 2012b, 2012c, 2012d, 2012e, 
2012f, 2012g, 2012h, 2012i, 2013a, 2013b）を参照。
これらはまとめて、樋口（2014）の資料編として位
置づけられる。本稿も含む一連のまとめでは、聞き
取りの中で発せられた差別的な言葉や見方をそのま
ま掲載している。資料としての意味を損ねないゆえ
のことであるが、それが苦渋の選択であることはご
理解いただきたい。 
ないと思いますね。これは権利だからちゃんとね、
権利であり義務であるから私はちゃんとやらない
といけないぞと。その一票のどうこうがあるんでし
ょうけど、それが何の役に立つかとあるかもしれま
せんけどね、行かなきゃいけない。それは日本人の
真面目なところと言っていいと思います。そんなの
は、さぼっちゃいけないという感じですね。学校も
さぼっちゃいけないというのと同じなんで、行かな
きゃいけないみたいなところとつながっているも
のがあります、そこら辺は。ただある意味惰性で行
っているというところがあります。（その時組合に
は）入ってないですね。大学行ってるんで、学校出
て、会社入ったのが 23（歳）ですけど、1 年間予
備校行ってるんでちょっと遅いんですね。 
 	 （投票先は）どうしてたんですかね。親がね——
うちは市役所なんですけど——公務員だったんで。
「自民党はお金持ちのための政党だから、そうじゃ
ないところに入れなさい」。「ああそうなんだ、ふー
ん」という感じです。そうなのかと。自民党は金持
ちのためにしか仕事をしない人だった、と私は思っ
ていた。知らないから、勉強してないから。（自民
には）入れてないですね。何党だろう。社会党かな。
社会党とかも、前は多分そうだと思う。それに民社
党にも絶対に入れてないと思う。親が自治労ですか
らね、自治労が応援しているところに入れます。 
そういう指示があったわけではなくて、唯々諾々
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というか、日々そのように流れるがままに。流
されていたというより流れるがままにたぶん、
そう行っていたのだと思います。あんまりそう
いうことに対して、きっちり思想のあるような
タイプではないです。親は今でも私が何か活動
していると言うと、そういう考え方はやめなさ
いと言います。今でも。だからあまり言いませ
ん。ただ最近に関しては、韓流ね、なぜだめか
というと、ああいうテレビばっかりじゃ面白く
ないよね、もうちょっと考えた方がいいよねと
いう話とかはしますけどね。生活保護とかよそ
の国に来てもらっているよという話をすると、
とんでもないねとはいいます。だからといって、
別に母親はそんなに過激�なことしないでよと言
われます。過激�なことしてないんですけど、そ
んなに。母、父にとっては過激�な行動だってい
う風に見える、理解をされているみたいです。
断片はわかっても、全体的にそうだそうだとい
う感じではないみたいです。父は口聞かないで
す。話しません。母には女子同士でお互いこう
あるじゃないですか、ああいう感覚で日々のド
ラマの話だったりとか、やりとりの中でちょこ
ちょことしゃべって。父とは改まってしまって。 
 	 （政治に対する）関心がなかったのと、それ
（投票に行き始めたの）と同じくらいなんです
よ。なかったといったのは、若い頃、学生の頃
です。目覚めたというか、言い方でいいかもし
れません。そのタイミングと政治的なことに自
分が目を向けていなければいけないということ
が、一緒くらい、大体、同じような感じでそこ
ら辺の飛躍というか。自分の中では同じ歩みの
感じですね。イメージは。 
（政治に対しては、参加している団体の）気
功の話だったりとか、教わってきた先輩とか先
生が、政治の問題くらいはちゃんと興味持って
考えなさいよといわれてから、ああそうか知っ
とかなきゃいけないんだ、やらなきゃいけない
という気持ちを持とうと思って、それから目を
向けるようになったというのが事実ですね。自
らという感じではないけど、やり始めるとそう
したら私たちが自分のことをあまりに考えすぎ
ている、目の前に起きているそれこそ日々のテ
レビドラマのことだったり•･•･•･、そうじゃないだ
ろうという風に思い始めたんですね。そういう意識
をしだしたら。そこらへんぐらいから、物事に対し
てちゃんと自分の言葉なのに、誰かに投げたまんま
はおかしいよねという。日本の社会変わらないと、
あまりそういう自分は平和を守るということは言
わないし。自分たちの生活を、たとえば九条みたい
なことを含めて、平和を黙って待っている。戦争は
ないみたいな感じがあるじゃないですか。本来は平
和だったりそういう勝ち取るべきものがあると今
は思いますね。そのときは、平和平和平和って唱え
てれば平和は来るみたいに思っていたというより
も、そういう意識すらないですよね。そんなものだ
と思ってもないし。なんかこう、普通にあるものだ
から、お水とか空気とかと同じで普通にあるから。
あまり考えるものじゃない。日々、隣で銃声が聞こ
えるとか、隣の人が死んだということがあるわけで
はないので。まったくそういう恐ろしい思いもせず
に、普通に何も考えないでしてたという感じですよ
ね。 
平和に関しては、たとえばむしろ学校の教育のな
かでは、平和は大事、戦争はいけないと教えますが、
平和を守らなきゃみたいな、本当に左翼的な発想で
しかなかったんですね。うまく言えないけど、そん
な感じですよね。だから日本人はひどいことしたと
いう風に言われるけど、それはずっと信じていたと
いうか、そんなものなんだろうと。だけどどこかで
おかしいなあ、そうなのかなあと、という茫漠とし
た不安感みたいのが、根無し草みたいな感じという
んですかね。私たちは悪いことをしてきたんだ、み
たいな。何か。特に日本人として、自分の誇りみた
いなものがまったくなかった状況でいた。そうじゃ
ないんだと気がついた後でわかったんです。それま
で、ふわふわした何ともしれない得体の知れないこ
の感覚、これは誇りを持てない自分に自信というか、
よってたつところがなかったからふわふわしてた
んだなと思うんですよね。 
（その後の）投票先ねえ、変わっているだろう、
どこかが変わってますよね、組合やっていた時はね、
組合のこと聞いてましたよ。頭悪いから。選挙活動
行ってましたからね、お手伝いして。悪い気はなか
ったですよ。みんながみんな悪い人じゃないし。議
員さんいろいろ。今度法務大臣になった小川さんの
とことか、ここも応援しました。別に事務所には入
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ってないけど、入れようと思って入れたかなあ。
そういう投票行動に推薦するようなことしてる
と思います。 
はっきりとは覚えてないんですけど、（投票行
動を変えたのは）そこら辺（組合をやめたの）
がきっかけ。誰も教えてくれないので。ちょっ
とおかしいぞというのが、結局自分で考えて。
（投票先は）むしろ自民党じゃないですか。あ
とはねえ、わからない時は若い人。可能性があ
るので。今はインターネットがよく使えるので
いいんですけど、そうじゃない時はわかんない
から。たとえば書いてあったりすることを読ん
で、何か自分にちょっとでも合いそうだったり
するのを見て、じゃあこの人にしようと入れて
たと思います。詳しく聞きに行ったりとか、手
伝いに行ったりとかはしてないです。そういう
ことはしてないけど、一応考えてやってました。 
 
３．�外国人との接点 	 
 	 ないです。まったくないです。（身近に）いな
いですね。中学校高校といた 1 つ上の先輩が、
中学校の時には日本人だったんですけど——要
するに通名ですね——高校に入ったら名前を変
えられて。え、なんで？まったく知らないのに、
それも本当に「ああそういうことなんだ」って
気がつくまでには、ずっとおかしいなとか何だ
ろうとかなくて、普通にああ名前変わったんだ
なと、普通に受け入れてた感じで。「あの人なん
とか人なんだ、ああそうなんだ」って思わずに
接して、色眼鏡も何もないところもあって。在
日の方って結構多いですね。色眼鏡を持ってと
かってよく話があると思うんですが、わたしは
ぜんぜんないですね。だからそれに対してはま
ったく抵抗もないし、そういうものだという風
には認識もなかったですね。ただ、学校の授業
とかでは習って、エタ非人とか言われてますけ
ど。それは遠い話というか、自分の生活に何も
関係ないものだという風に、何かそういうとこ
ろだと思って話を聞いてましたね。直接関係あ
る——日々の生活と関係あることとかぜんぜん
思ってなかったので、そのことと在特会に入っ
たこととはまったく関係ないですね。 
地元は在日も多いと思うのですが、私は残念
ながらというか幸いながらというか、在日だからと
いってお目にかからず恐いこともなく。飲み屋のと
ころで一度だけ見たことがありますけどね、そんな
にないです。今も危ないみたいですけどね、刺され
たとかあるんですけど、そんなのはまったくないよ
うなところで、そういう中で普通に暮らしてきたん
ですよね。 
 
４．�『戦争論』との出会い 	 
どっか私の中では日本の文化と日本語がすごく
大好きで、そのことといいものだなと思ってたこと、
それは小さい頃から日本語が好きだった、言葉とい
うのが好きだったので、すごい色んな表現だったり
が好きで。だから日本語が好き、日本の文化も好き、
だけど日本人は悪いことした。それがものすごいア
ンビバレントで離れていて。だからそれがあたしの
中では合致しないんです。だけど、どこかで日本人
は悪いんじゃないかなと思ってるんです。それを確
認できることがないので、確認したのはあれですね、
小林よしのりの『戦争論』ですね。 
あれを読んだ時に、日本人は悪くない、正しいこ
とをしてきたんだ。——そうじゃないことももちろ
んありますよ。戦争がいいかというとそうではない。
だからといって、全体を否定することはない。日本
人だけが悪いわけじゃないと落ち着いて。あの本を
読んでやっぱりそうだったんだ、あたしが信じてい
た日本人は悪いものではなかったし、あたし自身が
信じている何かは正しかったんだと（腑に）落ちた
時に、なんか据わりの悪いスイートスポットが見つ
けられなかったところに、やっと落ち着いたという
感じ。それがですね、二十歳ちょっと過ぎくらいか
な、中にあるんですよね。ああ、やはり日本人は悪
い民族ではないというのは、そこらへんから芽生え
ているんです。だからといって、それを行動につな
がっているかというと、つながってはないんですよ。
結果的に。つながってなかったけれど、潜在的には
持っていたときという風に思っています。 
（『戦争論』に関心を持った理由は）何だったん
だろう。ああ、あのちょっとよくわかりませんが、
私 	 そういう意味ではねえ、ものすごい変に真面目
なんです。そういうところで小学校から中学校、平
和教育、どこでもあるんですね。日教組として進め
て、戦争で日本人は悪いことした、第二次世界大戦。
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そういう悲惨なことは、ちゃんと見ておかなけ
ればいけないと、ずっと思ってたんです。だか
ら小学校の時とかに、ひめゆりの話とか、ああ
いう戦争のこと結構一生懸命読んでたんです。
絵本ですとか。ああいうのを一生懸命読みまし
たよ。悲惨な状況は知っておかなければいけな
い、731 部隊の話とか読めといわれて、三光作
戦とかああいうのを全部読めと言われて、残虐
ないろんな写真があるやつとか読んでます、結
構。そういうところに対しては、知っておかね
ばならない。知りたいじゃなく、知っておかな
ければならないという義務感でずっと読んでた
んですよね。だから、それとつながっているか
もしれません。 
戦争論で書いてあるものに対して、ちゃんと
読まなきゃいけないというのがあったのかもし
れない。その前からもしかすると、社会的なこ
とに興味を持たなきゃいけないと思って、あの
人、ゴーマニズム宣言書いていた人、サリンと
かの話も書いていたのかな。ああいうのから読
んでいたんで、そのつながりで読んでいるのか
もしれないです。『 SPA！』だったかな、
『SAPIO』に変わったのいつだろう。あのあた
りずっと、どこかから読み始めたんです。マン
ガだから入りやすいと思って読んでいた気がし
ます。ものすごい字が多いですね。ほとんどマ
ンガとはいえない。 
なんかねえ、『Playboy』とかも読んでました
ね。あれも結構社会的なことがありますね。あ
れね、多分ね、その時にね、付き合っていた男
の人がいて、その人とご飯食べに行ったりする
と、おいてあるじゃないですか、雑誌って。読
むのがないからその人と話して読んでたような
気がしますね。そういうところに行って読んで
いた、記事になっているところ、エッチな写真
じゃないところを、まあそれを見たとはいえな
いんですけど、そうじゃないところを軽い読み
物としてちょっと読んでたりとかしてた気がし
ます。あんまりそういうのに対して抵抗がない
し。女兄弟がいると違うでしょうが、私は一人
っ子なので、あまりそういうこれはああだとか、
こうだとかはなかったですね。少女雑誌とか読
まないので。だからそれは何度か買ったと思い
ます、『Playboy』とか。ただ、あまりなんか抵抗
なく普通に雑誌を立ち読みとか、ありますね。だか
らあまり抵抗ない。そこら辺からですね。何となく。 	 
 	 
５．�組合専従として／自己啓発セミナーで 	 
普通のサラリーマンというか、まあサラリーマン
でいいですよね、やってたんですけど。普通にサラ
リーマンだったんですが、会社の労働組合の書記局
というところにいました。結局、どちらかというと
左翼的なところですね。労働問題を扱って、賃金上
げろ、日本でも連合とかやってますよね。そちらの
方におりまして。普通にそれを、そんなもんだと思
っていましたし。会社自体が一度ストライキを起こ
してますし。いた時ですね、私が。 
会社がですね、半導体とかああいうの作っていた
り、そういう電子部品を作っている会社だったんで
すね。全国展�開でやってたんで、組合でいえば支部
という感じで工場とか支社が北は秋田から南は九
州まで。あとは関係会社が各アジア、なかにはアメ
リカもあったのかな。営業拠点だと思いますけど、
生産拠点はアメリカとかアジアもありましたんで
ね。マレーシアだったりとか、中国もそうだし、そ
ういう感じのところでした。 
なので、結局、山形かなんかの工場をつぶすのつ
ぶさないのということになって、結局どうするんだ、
雇用を守るのか守らないのかというところで。どち
らかというと本来は保守系の労働組合だったんで
すね。保守系とか私はあまりよくわからなかったん
ですけど、後になって今考えたらあれは実はそうだ
ったらしい。元いた人たちもどちらかというと、も
うちょっと保守的な感じでもありました。でも連合
ですからね、やはりどちらかというと左翼的な匂い
のするのは否めない状況にはなってましたよね。最
終的に。 
専従でやってたんで、ちょうど私が入ったのは男
女雇用機会均等法ですが、あのあたりで、女子のこ
とやったらどうえすかって。男女差別とか男女共同
参画何とかとかいうあの手の問題を担当して、そう
いう意識があったのでやってたんです。そういう意
味では左翼系の労働活動家だったということです
ね。こっちでもあっちでも活動家だったということ
で、私自身は。社会的なことに意識持たなきゃいけ
ないという気持ちは、ずっとあったし。それでベク
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トルがあっちに向いたのかこっちに向いたのか、
ということだと思ってもらえばいいです。 
ただ、だからといって組合にいてね、それを
威張って言うような関係ではないんですね。だ
から私は自分で、当時は国粋主義者だという風
に言ってましたよ、自分で。そういう人じゃな
い人を売国奴とか言ってましたよ、当時。頻繁
には言わないけど、そういう感覚はありました
よ。自分の中で日本が好きだというのをかっち
り持ってましたけど、外には口にできない。そ
ういうことに対しては、ストレスが多いという
か。 
（変化したきっかけは）いろいろ教えてくだ
さった先生たちがよかったですね。学校ではな
いところでいろいろ教わっていたので。その時
にそこで教わっていることが、「今、男女共同参
画社会で女が権利ばっかり主張することがおか
しいんじゃないか。あなたたちは権利じゃなく
て義務を遂行しているのか」と言われたりとか
してたんですよ。そうすると、「確かにね」とい
うところに立ち戻れるようなことを問いかけら
れることが多かったんですね。 
 	 うまくいえないんですよ。宗教的なイメージ
というか、宗教団体と行ってしまうと大げさな
んですけど、人生——精神修養の訓練みたいな。
だから気功とか同じなんですけど、そういうい
ろいろなことを教えてくれるところがあったの
で。そこで教わったことですね。いろんなこと
を教わった時に、自分で学び取っていたという
よりも、教わって気がついていったという、目
覚めていったという感じですね。 
 	 （通ったきっかけは）どちらかというと、自
分を変えたいとか、そういう何て言うんですか、
セミナーみたいな感じ、そんな感じです。自己
啓発のセミナーみたいな感じの団体です。自分
を変えたいとかあるじゃないですか、自分の性
格を変えたい、このままじゃいけない。そこら
へんからですよ。どちらかというと。そこで教
わったことが、この団体自体があたしには非常
に合っていたというよりも、正しい——自分は
偉そうに言ってはいけないんですけど——正し
く導いてもらった気がします。自己啓発の団体
と言うと怪しい感じに聞こえるので、宗教とい
うのも非常に怪しい•･•･•･説明がしにくいです、そこ
ら辺は。まあ団体で。今でもちょこちょこ、あまり
行かないんですけど、最近。ありますよ。そういう
感じ。 
 	 （価値を見いだしたのは）なんでしょう。しっく
りくるからじゃないですか、自分に。うーん。やっ
ぱ簡単にいえばはまったという感じですね。しっく
り来るという感覚、いろいろな物事にあたしは最近
ぴったり来ると、それを自分の中で基準にしようと
思ってるんですね。たとえば日本人としてとか、日
本の文化を守ろうとか、それ以外——むしろ逆にね、
男女平等だったりとか。自分の中に何かわからない
んですけど、何かしっくりこない。たとえば今も女
系天皇の話があって、女系宮家を作るとか、何か据
わりが悪い感じです。なんでそういう今までなかっ
たことをやろうとしているんだろう、何か据わりが
悪い感じというのは何かおかしいんだろうと、私は
信じるようにしています。日本の文化が好きなのに、
日本人はなんでこんなことしておかしい。ずっと据
わりが悪かったのが、私の中でぴたっとはまったの
は、そうではないよという、その感覚。「ああこれ
これ、これよね」って、すぽっとはまる感じなんで
すよ。男女平等、男女共同参画とかいうと、何かそ
れに対していろんな講釈がつくんですよ。何か据わ
りが悪い。で、家族が大事とかいうね、そういう形
になった時にこれがすっきりする、しっくりくると
いう感じなんで。それに従っているだけですよね。 
教わっていることも、自分の耳が痛いかもしれな
いけども、自分を鍛えるというんですか、他人を先
に自分を後にできるようにしたいなということで
すね。「自分が自分が」っていくんですよ、それは
それで。あれが食べたいとか、あれがやりたいとか
でいくんですけど、（自分を後に）できるのにした
いなという思いがあるから、そういうことを教わる
意味がある。自分が、ダメな自分をもうちょっと何
とか良くなろう、良くしたいという気持ちが、そこ
ら辺とつながっている。今日本を何とかね、守りた
いって。自分のことは後、人のことの先にしたいと
いう気持ちが、それでありたいというのが一番今は
大きいかなあ。難しいな、そんなに偉そうなことじ
ゃないのになと思いながら言っているんですけど、
そういう気持ちはありますね。気持ちとしては。だ
から何か自分が先ではなく、国のために何ができる
